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ある．そこで石川県 A 市に勤務する 20 － 60 歳の事務系女性職員 293 名を対象に無記名の自己記入式質











は 1975 年 15.5，2003 年 13.3 と軽度減少し 1），子
宮頸がんの死亡率（人口 10 万対）は，1958 年














ローマウイルス（human papilloma virus: HPV）
感染が報告されており，性行為の若年化に伴い
20 代の発症率の明らかな上昇が問題となってい













石川県 A 市に勤務する 20 － 60 歳の事務系（医
療系職員は除外）女性職員 293 名を対象とし，

























そ れ ら を「20 － 29 歳（20 代 ）」「30 －
39 歳（30 代）」「40 － 49 歳（40 代）」「50












































































質問調査用紙は 293 名に配布し，228 名から回
答・同意が得られ回収された （回収率 77.8％，有
































（1） 初回受診年齢：30 － 34 歳が 39.3％と最も多
く，次に 25 － 29 歳（21.4％）であった．各
年齢群では，20 代では 20 － 24 歳（56.5％），
30 代では 30 － 34 歳（66.7％），40 代では








調査項目 20－60歳(対象者全員) 受診経験者 非受診者 p値
総数 (%)※ 人数 (%)※※ 人数 (%)※※
子宮がん検診の受診経験の有無 228 ( 100.0 ) 147 ( 64.5 ) 81 ( 35.5 )
年齢群
　20－29歳(20代) 66 ( 28.9 ) 23 ( 34.8 ) 43 ( 65.2 ) 0.000 **
　30－39歳(30代) 95 ( 41.7 ) 61 ( 64.2 ) 34 ( 35.8 )
　40－49歳(40代) 41 ( 18.0 ) 38 ( 92.7 ) 3 ( 7.3 )
　50－60歳 26 ( 11.4 ) 25 ( 96.2 ) 1 ( 3.8 )
年齢
　mean ± SD 35.7 ± 9.8 39.4 ± 9.5 29.1 ± 6.3 0.000 **
婚姻状況
　未婚 112 ( 49.1 ) 47 ( 42.0 ) 65 ( 58.0 ) 0.000 **
　既婚 116 ( 50.9 ) 100 ( 86.2 ) 16 ( 13.8 )
出産経験
　あり 94 ( 41.2 ) 84 ( 89.4 ) 10 ( 10.6 ) 0.000 **
　なし 134 ( 58.8 ) 63 ( 47.0 ) 71 ( 53.0 )
月経状況 Fisherの直接法
　閉経前群 203 ( 89.0 ) 123 ( 60.6 ) 80 ( 39.4 ) 0.001 **
　閉経後群 24 ( 10.5 ) 23 ( 95.8 ) 1 ( 4.2 )
　未回答 1 1 0
　閉経前群の月経状況(n=203) (%)※※※
　　順調 175 ( 86.2 ) 108 ( 61.7 ) 67 ( 38.3 ) 0.413
　　不順 28 ( 13.8 ) 15 ( 53.6 ) 13 ( 46.4 )
子宮がんへの罹患
　罹患すると思う 55 ( 26.1 ) 37 ( 67.3 ) 18 ( 32.7 ) 0.356
　罹患しないと思う 156 ( 73.9 ) 94 ( 60.3 ) 62 ( 39.7 )
　未回答 17 16 1
t検定
χ2検定










































調査項目 対象者全員 20代 30代 40代 50－60歳 年齢
人数 (%)※ 人数 (%)※ 人数 (%)※ 人数 (%)※ 人数 (%)※ mean ± SD
受診経験者数 147 23 61 38 25
初回受診年齢
　20－24歳 19 ( 13.1 ) 13 ( 56.5 ) 5 ( 8.3 ) 1 ( 2.6 ) 0 ( 0.0 )
　25－29歳 31 ( 21.4 ) 10 ( 43.5 ) 13 ( 21.7 ) 7 ( 18.4 ) 1 ( 4.2 )
　30－34歳 57 ( 39.3 ) 0 ( 0.0 ) 40 ( 66.7 ) 12 ( 31.6 ) 5 ( 20.8 )
　35－39歳 22 ( 15.2 ) 0 ( 0.0 ) 2 ( 3.3 ) 14 ( 36.8 ) 6 ( 25.0 )
　40－44歳 11 ( 7.6 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 ) 3 ( 7.9 ) 8 ( 33.3 )
　45－49歳 3 ( 2.1 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 ) 1 ( 2.6 ) 2 ( 8.3 )
　50－54歳 2 ( 1.4 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 ) 2 ( 8.3 )
　未回答 2 0 1 0 1
受診動機(複数回答)
　職場検診 90 ( 61.2 ) 13 ( 56.5 ) 38 ( 62.3 ) 24 ( 63.2 ) 15 ( 60.0 )
　自分の健康管理 49 ( 33.3 ) 7 ( 30.4 ) 21 ( 34.4 ) 11 ( 28.9 ) 10 ( 40.0 )
　市町村の広報 5 ( 3.4 ) 2 ( 8.7 ) 3 ( 4.9 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 )
　身内・知人の勧め 4 ( 2.7 ) 1 ( 4.3 ) 2 ( 3.3 ) 1 ( 2.6 ) 0 ( 0.0 )
　身内や知人のがん 3 ( 2.0 ) 1 ( 4.3 ) 2 ( 3.3 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 )
　自覚症状 2 ( 1.4 ) 1 ( 4.3 ) 0 ( 0.0 ) 1 ( 2.6 ) 0 ( 0.0 )
　新聞やテレビ 2 ( 1.4 ) 0 ( 0.0 ) 2 ( 3.3 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 )
　講義・講演会 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 )
　その他 15 ( 10.2 ) 4 ( 17.4 ) 5 ( 8.2 ) 6 ( 15.8 ) 0 ( 0.0 )
受診方法
　職場検診 84 ( 57.5 ) 15 ( 65.2 ) 38 ( 62.3 ) 17 ( 44.7 ) 14 ( 58.3 )
　人間ドッグ 28 ( 19.2 ) 0 ( 0.0 ) 5 ( 8.2 ) 16 ( 42.1 ) 7 ( 29.2 )
　私費 26 ( 17.8 ) 6 ( 26.1 ) 13 ( 21.3 ) 4 ( 10.5 ) 3 ( 12.5 )
　市町村検診 7 ( 4.8 ) 2 ( 8.7 ) 5 ( 8.2 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 )
　その他 1 ( 0.7 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 ) 1 ( 2.6 ) 0 ( 0.0 )
　未回答 1 0 0 1
今後の受診意識
　受診しようと χ2検定 p=0.316 t検定 p=0.092
　　思う 137 ( 93.8 ) 23 ( 100.0 ) 58 ( 95.1 ) 35 ( 92.1 ) 21 ( 87.5 ) 38.9 ±  9.2
　　思わない 9 ( 6.2 ) 0 ( 0.0 ) 3 ( 4.9 ) 3 ( 7.9 ) 3 ( 12.5 ) 44.3 ± 11.3









であった．1 年以内と 2，3 年以内を合わせ
ると 76.9％が 3 年以内に受けようと考えて
いた．年齢群では，20 代は 71.0％，30 代は





員の 18.8％で低かった．年齢群での内訳は 20 代






いては，知っているは 16.7 － 59.6％の範囲内で
あった．約 60％が知っている項目は①，④であ
った．①では 20 代でのみ 20％台で他の年齢群で





では 20 代で 20％台と低く，年齢との間には t 検
定で有意差があり（p<0.01），若年齢に知らない
が多かった．⑨では 20 代で 10%台と低く，年齢
との間には t 検定で有意差があり（p<0.01），若
年齢に知らないが多かった．③では 20 代と 50
－ 60 歳で 10％台と低く，年齢との間には t 検定


















調査項目 対象者全員 20代 30代 40代 50－60歳 年齢
人数 (%)※ 人数 (%)※ 人数 (%)※ 人数 (%)※ 人数 (%)※ mean ± SD
非受診者数 81 43 34 3 1
受診しない理由(複数回答)
　まだ検診を受ける
　　年齢ではない 25 ( 30.9 ) 15 ( 34.9 ) 10 ( 29.4 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 )
　恥ずかしい 18 ( 22.2 ) 3 ( 7.0 ) 14 ( 41.2 ) 1 ( 33.3 ) 0 ( 0.0 )
　忙しくて時間がない 18 ( 22.2 ) 9 ( 20.9 ) 9 ( 26.5 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 )
　あまり関心がない 16 ( 19.8 ) 12 ( 27.9 ) 2 ( 5.9 ) 1 ( 33.3 ) 1 ( 100.0 )
　健康だから 13 ( 16.0 ) 5 ( 11.6 ) 7 ( 20.6 ) 1 ( 33.3 ) 0 ( 0.0 )
　結果を知るのが怖い 8 ( 9.9 ) 2 ( 4.7 ) 5 ( 14.7 ) 1 ( 33.3 ) 0 ( 0.0 )
　お金がかかるから 3 ( 3.7 ) 2 ( 4.7 ) 1 ( 2.9 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 )
　その他 21 ( 25.9 ) 12 ( 27.9 ) 9 ( 26.5 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 )
今後の受診意識
　受診しようと χ2検定 p=0.000 ** t検定 p=0.033 *
　　思う 66 ( 81.5 ) 39 ( 90.7 ) 26 ( 76.5 ) 1 ( 33.3 ) 0 ( 0.0 ) 28.1 ±  5.0
　　思わない 15 ( 18.5 ) 4 ( 9.3 ) 8 ( 23.5 ) 2 ( 66.7 ) 1 ( 100.0 ) 33.7 ± 9.1
　未回答 1 0 0 0 1
　受診しようと思う群(n=66)
　　いつ頃受診予定 (%)※※
　　　１年以内 15 ( 23.1 ) 7 ( 18.4 ) 7 ( 26.9 ) 1 ( 100.0 )
　　　2,3年以内 35 ( 53.8 ) 20 ( 52.6 ) 15 ( 57.7 ) 0 ( 0.0 )
　　　10年以内 14 ( 21.5 ) 10 ( 26.3 ) 4 ( 15.4 ) 0 ( 0.0 )
　　　20年以内 1 ( 1.5 ) 1 ( 2.6 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 )
　　　未回答 1 1 0 0 0
※, 非受診者における%（未回答数を除く）; ※※, 受診しようと思う群における%（未回答数を除く）; **, p<0.01; *, p<0.05
 12
表３　非受診者における年齢群別各調査項目　（n=81）








っている総数の平均値は 3.2 個 （35.6％）で， 20
代，30 代は 40 代，50 － 60 歳と比較すると低か
った．また，受診経験者では 3.9 個 （43.3％），非





















調査項目 対象者全員 20代 30代 40代 50－60歳 年齢 p値
人数 (%)※ 人数 (%)※ 人数 (%)※ 人数 (%)※ 人数 (%)※ mean ± SD
対象者数 228 66 95 41 26
子宮がんに関する知識
あると思う 41 ( 18.8 ) 2 ( 3.1 ) 17 ( 18.9 ) 13 ( 31.7 ) 9 ( 40.9 ) 42.4 ± 8.8 0.000 **
ないと思う 177 ( 81.2 ) 63 ( 96.9 ) 73 ( 81.1 ) 28 ( 68.3 ) 13 ( 59.1 ) 33.8 ± 9.0
未回答 10 1 5 0 4
① 子宮がんには，子宮頸がんと子宮体がんの2種類ある［子宮がんの種類］
知っている 136 ( 59.6 ) 19 ( 28.8 ) 59 ( 62.1 ) 35 ( 85.4 ) 23 ( 88.5 ) 39.3 ± 9.4 0.000 **
知らない 92 ( 40.4 ) 47 ( 71.2 ) 36 ( 37.9 ) 6 ( 14.6 ) 3 ( 11.5 ) 30.4 ± 7.8
② 子宮がんは早期発見･早期治療により，ほぼ100%治る［子宮がんの予後］
知っている 85 ( 37.3 ) 15 ( 22.7 ) 31 ( 32.6 ) 21 ( 51.2 ) 18 ( 69.2 ) 40.0 ± 10.2 0.000 **
知らない 143 ( 62.7 ) 51 ( 77.3 ) 64 ( 67.4 ) 20 ( 48.8 ) 8 ( 30.8 ) 33.2 ± 8.6
③ 子宮頸がんの原因の一つにヒトパピローマウイルス感染がある［子宮頸がんの原因］
知っている 80 ( 35.1 ) 13 ( 19.7 ) 40 ( 42.1 ) 22 ( 53.7 ) 5 ( 19.2 ) 35.0 ± 10.6 0.105
知らない 148 ( 64.9 ) 53 ( 80.3 ) 55 ( 57.9 ) 19 ( 46.3 ) 21 ( 80.8 ) 37.1 ± 7.9
④ 子宮頸がんの発症年齢が若年化している(20代からの発症が増加)［子宮頸がんの発症年齢］
知っている 135 ( 59.2 ) 38 ( 57.6 ) 56 ( 58.9 ) 28 ( 68.3 ) 13 ( 50.0 ) 35.8 ± 9.4 0.940
知らない 93 ( 40.8 ) 28 ( 42.4 ) 39 ( 41.1 ) 13 ( 31.7 ) 13 ( 50.0 ) 35.7 ± 10.4
⑤ 子宮頸がんの好発年齢は40－50歳である ［子宮頸がんの好発年齢］
知っている 47 ( 20.6 ) 10 ( 15.2 ) 14 ( 14.7 ) 14 ( 34.1 ) 9 ( 34.6 ) 39.2 ± 10.8 0.006 **
知らない 181 ( 79.4 ) 56 ( 84.8 ) 81 ( 85.3 ) 27 ( 65.9 ) 17 ( 65.4 ) 34.8 ± 9.3
⑥ 子宮体がんの原因として女性ホルモン(高エストロゲン状態)が関係している［子宮体がんの原因］
知っている 56 ( 24.6 ) 8 ( 12.1 ) 23 ( 24.2 ) 15 ( 36.6 ) 10 ( 38.5 ) 39.0 ± 9.6 0.004 **
知らない 172 ( 75.4 ) 58 ( 87.9 ) 72 ( 75.8 ) 26 ( 63.4 ) 16 ( 61.5 ) 34.7 ± 9.6
⑦ 子宮体がんの好発年齢は50－60歳(閉経後)である［子宮体がんの好発年齢］
知っている 38 ( 16.7 ) 3 ( 4.5 ) 15 ( 15.8 ) 10 ( 24.4 ) 10 ( 38.5 ) 41.8 ± 9.3 0.000 **
知らない 190 ( 83.3 ) 63 ( 95.5 ) 80 ( 84.2 ) 31 ( 75.6 ) 16 ( 61.5 ) 34.5 ± 9.5
⑧ 子宮がん検診は20歳以上が対象である［子宮がん検診の対象年齢］
知っている 78 ( 34.2 ) 23 ( 34.8 ) 31 ( 32.6 ) 17 ( 41.5 ) 7 ( 26.9 ) 35.5 ± 9.7 0.782
知らない 150 ( 65.8 ) 43 ( 65.2 ) 64 ( 67.4 ) 24 ( 58.5 ) 19 ( 73.1 ) 35.9 ± 9.9
⑨ 子宮がん検診では一般に子宮頸がんに対してのみ検査が行われている［子宮がん検診の種類］
知っている 81 ( 35.5 ) 10 ( 15.2 ) 32 ( 33.7 ) 23 ( 56.1 ) 16 ( 61.5 ) 40.7 ± 8.8 0.000 **
知らない 147 ( 64.5 ) 56 ( 84.8 ) 63 ( 66.3 ) 18 ( 43.9 ) 10 ( 38.5 ) 33.0 ± 9.3





















調査項目 受診経験者 非受診者 p値
総数 人数 (%)※ 人数 (%)※
子宮がんに関する知識 Fisherの直接法
あると思う 41 37 ( 90.2 ) 4 ( 9.8 ) 0.000 **
ないと思う 177 100 ( 56.5 ) 77 ( 43.5 )
未回答 10 10 0
① 子宮がんには，子宮頸がんと子宮体がんの2種類ある［子宮がんの種類］
知っている 136 110 ( 80.9 ) 26 ( 19.1 ) 0.000 **
知らない 92 37 ( 40.2 ) 55 ( 59.8 )
② 子宮がんは早期発見･早期治療により，ほぼ100%治る［子宮がんの予後］
知っている 85 64 ( 75.3 ) 21 ( 24.7 ) 0.008 **
知らない 143 83 ( 58.0 ) 60 ( 42.0 )
③ 子宮頸がんの原因の一つにヒトパピローマウイルス感染がある［子宮頸がんの原因］
知っている 80 62 ( 77.5 ) 18 ( 22.5 ) 0.003 **
知らない 148 85 ( 57.4 ) 63 ( 42.6 )
④ 子宮頸がんの発症年齢が若年化している(20代からの発症が増加)［子宮頸がんの発症年齢］
知っている 135 96 ( 71.1 ) 39 ( 28.9 ) 0.012 *
知らない 93 51 ( 54.8 ) 42 ( 45.2 )
⑤ 子宮頸がんの好発年齢は40－50歳である ［子宮頸がんの好発年齢］
知っている 47 39 ( 83.0 ) 8 ( 17.0 ) 0.003 **
知らない 181 108 ( 59.7 ) 73 ( 40.3 )
⑥ 子宮体がんの原因として女性ホルモン(高エストロゲン状態)が関係している［子宮体がんの原因］
知っている 56 43 ( 76.8 ) 13 ( 23.2 ) 0.027 *
知らない 172 104 ( 60.5 ) 68 ( 39.5 )
⑦ 子宮体がんの好発年齢は50－60歳(閉経後)である［子宮体がんの好発年齢］
知っている 38 32 ( 84.2 ) 6 ( 15.8 ) 0.005 **
知らない 190 115 ( 60.5 ) 75 ( 39.5 )
⑧ 子宮がん検診は20歳以上が対象である［子宮がん検診の対象年齢］
知っている 78 56 ( 71.8 ) 22 ( 28.2 ) 0.096
知らない 150 91 ( 60.7 ) 59 ( 39.3 )
⑨ 子宮がん検診では一般に子宮頸がんに対してのみ検査が行われている［子宮がん検診の種類］ Fisherの直接法
知っている 81 77 ( 95.1 ) 4 ( 4.9 ) 0.000 **
知らない 147 70 ( 47.6 ) 77 ( 52.4 )
※, 調査項目あるいはその細目における%; **, p<0.01; *, p<0.05
χ2検定
 14
年齢群 対象者全員 受診経験者 非受診者
項目総数
mean ± SD (%)
※ 項目総数
mean ± SD (%)
※ 項目総数
mean ± SD (%)
※
対象者全員 3.2 ±  2.4 ( 35.6 ) 3.9 ±  2.4 ( 43.3 ) 1.9 ±  1.8 ( 21.1 ) 0.000 **
20代 2.1 ±  1.6 ( 23.3 ) 2.9 ±  1.8 ( 32.2 ) 1.7 ±  1.4 ( 18.9 ) 0.003 **
30代 3.2 ±  2.6 ( 35.6 ) 3.7 ±  2.6 ( 41.1 ) 2.2 ±  2.1 ( 24.4 ) 0.003 **
40代 4.5 ±  2.5 ( 50.0 ) 4.6 ±  2.5 ( 51.1 ) 3.3 ±  2.5 ( 36.7 ) 0.394
50－60歳 4.3 ±  2.2 ( 47.8 ) 4.4 ±  2.2 ( 48.9 ) 2.0 ( 22.2 ) 0.311

























































































































































笹川らは，10 － 20 代では子宮頸がんの名前や
疾患についてほとんど知識がなく，10 － 50 代の
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％が今後受診する意向で，若年齢が受診しようと
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Haruna KAWAI, Sayo TAKAYAMA, Miwa IMAI
Cervical Cancer Screening Behavior and Related Factors
Abstract
　The objective of this study was to investigate the current cervical cancer screening rate and 
related behavioral factors. A self-administered questionnaire survey was administered to 293 
women （age, 20-60 years） doing office work in the City of Ishikawa Prefecture. The number of 
completed questionnaires was 228, and the cervical cancer screening experience rate was 64.5% . 
The main reasons for screening were routine occupational disease screening and personal health 
care, while the reasons for not undergoing screening were age （too young）, embarrassment, lack of 
free time and indifference. Screening experience rates were assessed based on age, marital status, 
history of pregnancy, menopause and knowledge of uterine cancer, and it was found that younger 
women, unmarried women, nulliparous women, premenopausal women, and women lacking 
knowledge of uterine cancer were less likely to undergo screening. To improve the cervical cancer 
screening rates, steps such as reducing embarrassment, expanding consultation opportunities, and 
increased education about uterine cancer are thus necessary for especially younger women.
Keywords  cervical cancer, screening, behavior, consciousness, knowledge
